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オリンピック陸上メダ
リストらを招き

市民体育館で陸上教
室を開催

「THE SPORTS」（令和
5年4月9日開催）

※関連記事…P20「元
気やで福知山！」で紹介

しています。
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３
月
定
例
会
　

３月定例会で決まった主な案件
令和５年度当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　　　 （万円未満切捨）

◇一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　471億0000万円
◇特別会計（９会計）予算　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　 184億2853万円
◇企業会計（３会計）予算　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　340億2320万円

令和４年度補正　一般会計・特別会計（２会計）　　　　 　　　　 　　　　　 10億1334万円
◇送迎用バス等への安全対策装置設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　  682万円
 （保育所・小学校バスに置き去り防止のための安全装置の設置）
◇小・中学校施設環境改善事業（特別教室便所や教職員用便所の改修工事）　　　3960万円
◇内水対策事業（大江町公手川の堤防盛土工事）　　　　　　　　　　　　　　  4500万円
◇橋りょう長寿命化対策事業（11橋りょうの修繕設計業務）　　　　　　　　　　 4450万円
◇除雪関連事業（除雪費用の増額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8360万円 

条例
◇人権尊重推進条例、福知山鉄道館条例の制定
◇都市公園条例、地域住民センター条例の一部改正　ほか
その他

◇「第４次人権施策推進計画」「エネルギー・環境基本計画」「第４次地域福祉計画」の策定
◇財産の無償貸付（公設地方卸売市場の用に供している土地建物）
◇物品の取得（環境配慮型学校給食食器一式）
◇市道の認定および路線変更　ほか
人事議案

◇固定資産評価審査委員会委員の選任（１名）、人権擁護委員の候補者の推薦（２名）
議員提案

◇福知山市議会の個人情報の保護に関する条例の制定
◇福知山市議会基本条例の一部を改正する条例の制定

◇「まちづくり構想 福知山」の実現に向けた
　令和５年度「幸せを生きる まち・暮らし 実現への飛躍予算」可決
◇国の補正予算（物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策）への対応
　保育所等の送迎用バス等への安全対策装置設置事業や
　教育現場における環境改善事業などを迅速に可決
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２
月
24
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
の
34
日

間
に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
国
に
よ
る
総

合
経
済
対
策
な
ど
の
補
正
予
算
や
、「
幸

せ
を
生
き
る　
ま
ち
・
暮
ら
し　
実
現
へ

の
飛
躍
予
算
」
で
あ
る
令
和
５
年
度
当
初

予
算
な
ど
51
議
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

予
算
審
査
委
員
会
で
は
、
国
の
補
正
予

算
な
ど
の
対
応
を
２
月
28
日
と
３
月
24
日

に
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
な
ど
は
、
３

月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
所
属
別
質
疑
を
行

い
、
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

条
例
な
ど
の
議
案
は
、
各
所
管
別
委
員

会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
会
議
に
お
い
て
、
47
議

案
が
全
員
賛
成
、
４
議
案
が
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
３
議
案

に
同
意
し
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
２
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
し
た
「
福
知
山
市
議

会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
」
お
よ
び
「
福

知
山
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
制
定
」
の
２
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

ま
た
、
会
派
代
表
に
よ
る
代
表
質
問
は

３
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
、

６
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
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橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策
事
業

問　
修
繕
設
計
す
る
11
橋
の
工
事

費
見
込
み
と
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

工
事
費
見
込
み
に
つ
い
て

は
、
設
計
を
終
え
て
い
な
い
こ
と

か
ら
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

全
体
計
画
と
し
て
、
１
巡
目
に

１
０
８
１
橋
の
点
検
を
終
え
、
判

定
３
と
な
っ
た
橋
り
ょ
う
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
に
修
繕
設
計

を
終
え
、
令
和
５
年
度
末
に
工
事

完
了
の
予
定
で
あ
る
。
今
回
の
修

繕
設
計
に
つ
い
て
は
、
２
巡
目
の

点
検
に
よ
り
判
定
３
が
出
た
も
の

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

送
迎
用
バ
ス
等
へ
の
安
全
装
置
導

入
関
連
事
業

問　
設
置
す
る
安
全
装
置
の
仕
様

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
国
が
推
奨
す
る
機
器
の
リ
ス

ト
が
日
々
更
新
さ
れ
、
示
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り

良
い
機
器
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。

小・中
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業

問　
教
職
員
用
便
所
、
特
別
教
室

便
所
の
改
修
計
画
の
内
容
は
。

答　
他
の
工
事
と
の
兼
ね
合
い
や
、

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
期
間
を

で
き
る
だ
け
避
け
る
た
め
、
工
期

を
長
く
設
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

１
年
間
に
小
中
学
校
１
校
ず
つ
の

改
修
で
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
と

し
て
い
る
。

職
員
人
件
費（
退
職
手
当
）

問　
３
億
３
１
３
４
万
７
千
円
を

増
額
す
る
理
由
は
。

答　
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
確

実
に
見
込
め
る
定
年
退
職
者
に
要

す
る
15
人
分
の
費
用
を
計
上
し
て

お
り
、
年
度
末
に
お
い
て
中
途
退

職
者
を
含
め
、
48
人
分
の
費
用
を

要
す
る
た
め
増
額
す
る
も
の
で
あ

る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
強
化

事
業

問　
強
化
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

３
７
０
万
円
を
減
額
す
る
理
由
は
。

答　

12
月
か
ら
１
月
中
旬
に
予

定
し
て
い
た
、
商
業
施
設
で
の
出

張
申
請
窓
口
開
設
の
委
託
業
務
が

入
札
不
調
と
な
り
、
実
施
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
仮
称
）福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ

ン
ド
建
設
事
業
の
繰
り
越
し

問　

以
前
の
産
業
建
設
委
員
会

に
お
い
て
、
外
構
・
周
辺
整
備

工
事
の
工
事
請
負
費
と
し
て

４
１
８
０
万
円
が
提
示
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
の
工
事
請
負
費
の
額

が
、
２
５
１
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

答
　
１
６
７
０
万
円
を
前
払
金
と

し
て
す
で
に
支
払
っ
て
お
り
、
残

額
の
２
５
１
０
万
円
を
繰
り
越
す

も
の
で
あ
る
。

ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
福
知
山
事
業

問　
大
幅
減
額
の
理
由
は
。

答　
要
望
10
件
に
対
す
る
補
助
は

行
っ
た
も
の
の
、
当
初
予
算
に
お

い
て
栗
の
木
の
新
植
、
改
植
な
ど

と
し
て
見
込
ん
だ
事
業
分
と
、
そ

の
他
拡
大
見
込
み
分
も
含
め
、
多

め
に
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

除
雪
関
連
事
業

問　
８
３
６
０
万
円
を
増
額
す
る

理
由
は
。

答　
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
全

て
の
想
定
は
し
て
お
ら
ず
、
除
雪

機
械
の
維
持
費
や
一
定
待
機
料
を

計
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

問　
除
雪
計
画
に
お
い
て
、
３
４
０

の
除
雪
路
線
、
78
の
協
議
路
線
が

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準

や
考
え
方
は
。

答　
雪
が
多
い
地
域
に
お
い
て
、

除
雪
の
優
先
度
が
高
い
道
路
を
除

雪
路
線
と
し
て
い
る
。
協
議
路
線

は
、
自
治
会
長
な
ど
か
ら
連
絡
を

受
け
た
際
に
出
動
す
る
と
い
う
路

線
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
積
雪
15
㎝

を
基
準
に
し
て
い
る
。

休
日
急
患
診
療
所
費
特
別
会
計

問　
今
回
１
２
６
６
万
４
千
円
を

一
般
会
計
へ
繰
出
し
で
き
た
理
由

は
。

答　
年
間
を
通
じ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
を

行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
大
幅
な

診
療
収
入
の
増
加
に
加
え
、
京
都

府
の
要
請
に
応
じ
開
設
日
を
増
や

し
た
こ
と
や
、
医
療
体
制
を
拡
充

し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
支
援
制

度
に
基
づ
く
財
源
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
歳
入
増
加
し
た
も

の
。

令和４年度補正予算

■国による「物価高克服・経済再生のための
　　　　　　　　　　　　 総合経済対策」補正予算
■事業確定による補正対応　　　　～全議案可決～

早朝の除雪作業

令和5年度に修繕設計予定の長田野西橋

予
算
審
査
報
告
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未来につなぐ人と森づくり事業

地域資源を守り・活かしていくイベント

予算額 913万円

総合防災ハザードマップを更新

平成29年度作成の総
合防災ハザードマッ
プに新たな情報を加
え、全世帯に配布
し、防災意識の向上
を図る

危険な空家を除却

管理者不存在で倒壊の危険性がある空家を略
式代執行で除却

予算審査委員会
録画配信は
こちらから

予算額 521万円

※予算額は万円未満切捨

令和３年度に京都府が管理する河川
についても、浸水想定区域が公表さ
れたことから追記をすることで、情報
量が増えるものである。

予算額 1968万円

新規の事業実施にあたり、
夜久野地域を選定した理由は。

Q

略式代執行に関わる解体工事の
契約と相場はどのようなものか。

Q

182項目
16時間54分

委員会で
の審査

幸せを生きる  まち・暮らし
実現への飛躍予算

令和５年度

市周辺部は、どの地域も少子高齢化
が進み、人工林の手入れが進んでいな
い中、木材価格の下落という状況にあ
る。まずは夜久野地域において、移住
定住促進事業や農林関連事業と連携
した事業を進めるもの。

入札により実施するもので、相場
としては、物件の大きさにもよるが、
令和３年度に行った３件の略式代執
行を参考にしている。

新たに作成される総合防災
ハザードマップの内容は。

Q

A

夜久野支所

A

危機管理室

A

まちづくり推進課

予
算
審
査
報
告
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市立幼稚園３園の適正な維持管理と、新たに
空き教室のある昭和幼稚園で２歳児預かり保
育を実施し、保留児童の抑制を図る

運転免許証を持たない75歳以上の希望する
方へ、市内交通機関で利用可能な共通乗車券
を配布

保育士確保対策としての支援金制度
や、小規模園での拡充、今回の２歳児預
かりなど、引き続き、取り組みを進めて
いく。今回の事業は、定員12人を予定。

保留児童の抑制に向け、事業拡大高齢者の外出機会を促進

「ふくぽ」継続活用で消費拡大

「ふくぽ」での買い物で決済金額の２％分の
ポイントを利用者に付与

ゼロカーボンシティ推進

ゼロカーボンシティ化を進め「環境・経済・
社会の好循環」を創出

予算額 5261万円

予算額 3443万円

予算額 1971万円

予算額 1602万円

敬老乗車券からの
移行となった経過は。

Q

地域新電力に対する100万円
の出資が、なぜ今なのか。

Q

保留児童対策と、本事業の詳細は。Q

予算が約3400万円なのに、利用
者へのポイント付与の原資分は
500万円分のみであるが。

Q

減少した高齢者の活動を再開させる
趣旨で、敬老乗車券の事業を継承しつ
つ、利用対象交通機関をさらに拡大す
ることで、いきいき・おでかけ応援事業
として新たに実施するものである。

福知山市エネルギー・環境基本計画に
基づく施策を推進するにあたり、電力
市場の動向やノウハウ・市が保有して
いない知識や環境問題に関する専門
的知見など、今後さらに連携を強化す
る必要があることから、今回の出資に
至ったもの。

約３４００万円の予算を活用すること
で、福知山市内で２億５０００万円の消
費が生まれることを目的とした事業
である。

A

子ども政策室

A

高齢者福祉課

A

産業観光課

A

エネルギー・
環境戦略課

予
算
審
査
報
告
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新たな外郭団体を設立

市が出資している既存の２団体に事業参画を
求め、設立後は市全域を対象とした事業を展
開

福祉と教育が連携して進める「福知山市型
多様な学びアクションプラン」に基づき、所
属する学級になじめず、別室や放課後に登校
する児童生徒に、学校内でのもう一つの教室
「アナザークラス（Ａ組）」を新たに設置する

主要な観光施設である福知山市動物園の施設
改修と整備を実施

北近畿唯一の動物園を活性化 アナザークラス（Ａ組）開設

専門指導員による水泳授業

温水プールでの委託指導員による授業実施６
校、学校プールへ派遣１校

予算額 210万円予算額 1100万円

予算額 1796万円予算額 1049万円

改修事業の内容は。Q

温水プールでの委託指導員によ
る授業実施を６校とした理由。

Q

既存２団体と新たに設立する
団体の組織や業務の違いは。

Q

既存２団体はどちらも株式会社で、営利団体で
ある。新団体は一般社団法人を予定しており、
非営利である。業務については、既存２団体は
それぞれ設立の目的や経過があり、中心市街
地の駐車場問題、あるいは大江
町の観光振興というところから
活動をスタートされた。新団体は、
市全域を捉えて活性化に取り組
むもの。

委託料６００万円として、授乳室を併設したトイレへの
建替えにかかる建築および解体設計費用、老朽化が進
んでいる手摺りの再塗装、樹木伐採を
予定している。工事請負費５００万円と
して、ふれあい広場のフェンスの改修、
老朽化しているベンチの改修を予定し
ている。

２クラス設置とあるが、どこ
の学校となるのか、また、ア
ナザークラスに通う場合は不
登校になるのか。

Q

学校規模や、不登校・別室登校などの状況に合わ
せて、これから選定していくことに
なるが、小学校１校・中学校１校程
度を想定している。登校・不登校の
取り扱いについては、登校という
認定をしていく。

プール使用が困難な学校を優先し、児童数や学校と使
用しているプールとの距離・移動手段な
どから選定をした。新たな温水プール
の活用となることから事業者の受入体
制や、移動手段の確保など、初年度は６
校が実施できる上限と判断したもの。

A

教育総務課

A

経営戦略課

A

学校教育課

A

都市・交通課

予
算
審
査
報
告
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総
括
質
疑

■
市
税
収
入

問　
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
市

税
の
伸
び
を
見
込
ん
だ
理
由
は
。

答　
国
の
令
和
５
年
度
の
経
済
見

通
し
で
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
１
・
５
％
程
度
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
２
・
１
％
と
民
間
需
要

が
牽
引
す
る
成
長
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
地
方
財

政
計
画
に
お
い
て
、
地
方
税
は
対

前
年
度
比
４
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
府
の
令
和
５
年
度
予
算
に
お

い
て
も
、
個
人
府
民
税
２
・
０
％

増
、
法
人
府
民
税
14
・
４
％
増
と

前
年
を
上
回
る
予
算
計
上
と
な
っ

て
い
る
。　

　
本
市
の
令
和
５
年
１
月
末
時
点

の
現
年
調
定
ベ
ー
ス
で
の
比
較
で

は
、
全
て
の
税
目
の
調
定
額
は
前

年
度
実
績
を
上
回
っ
て
お
り
、
令

和
５
年
度
の
本
市
の
税
収
は
、
令

和
４
年
度
実
績
と
同
水
準
の
税
収

が
見
込
め
る
も
の
と
し
て
予
算
計

上
し
た
。　
　

　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
も
、
本

市
の
法
人
市
民
税
の
約
５
割
を
占

め
る
製
造
業
の
業
績
が
堅
調
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度

実
績
と
同
水
準
の
税
収
が
あ
る
も

の
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
物
品
売
り
払
い
の
拡
大
と
多

様
な
財
源
確
保
の
考
え
方
は
。

答　
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
企

業
誘
致
や
移
住
定
住
の
促
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
物
品
売
り

払
い
収
入
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
開
始
に
伴

う
売
却
額
の
増
加
や
、
廃
校
と

な
っ
た
学
校
備
品
の
売
り
払
い
な

ど
に
よ
り
、
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
様
な
財
源
確
保
に
つ

い
て
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、

指
定
ご
み
袋
な
ど
に
よ
る
広
告
料

収
入
の
獲
得
や
基
金
一
括
管
理
方

式
に
よ
る
効
率
的
な
基
金
運
用
、

都
市
公
園
の
一
部
を
工
業
団
地
の

従
業
員
駐
車
場
と
し
て
使
用
す
る

な
ど
、
弾
力
的
運
用
に
よ
る
使
用

料
確
保
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
の
計
画
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、

医
療
従
事
者
や
高
齢
者
・
障
害
者

施
設
の
従
事
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
、
春
に
開
始
を
す
る
接
種
を
５

月
か
ら
始
め
る
予
定
で
あ
り
、
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
、
市
が

実
施
す
る
集
団
接
種
の
併
用
で
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
９
月
に
は
２
回
目
接
種
を
終
え

た
５
歳
以
上
の
全
て
の
人
を
対
象

に
、
秋
開
始
の
接
種
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　
投
資
的
経
費
の
増
額
内
容
は
。

答　
約
35
億
円
増
加
の
投
資
的
経

費
の
内
訳
と
し
て
、
普
通
建
設
事

業
の
補
助
事
業
15
・
５
億
円
、
単

独
事
業
19
・
５
億
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

補
助
事
業
で
は
、
つ
つ
じ
が

丘
・
向
野
団
地
建
替
え
事
業
第
１

期
棟
建
設
工
事
で
は
、
約
10
・

６
億
円
の
増
、
第
４
期
埋
立
て
処

分
場
整
備
事
業
で
は
、
整
備
工
事

等
に
よ
り
約
３
億
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　
単
独
事
業
で
は
、
令
和
６
年
４

月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
、
改
修
を
進
め
て
い
る
三

和
地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業

で
約
４
・
７
億
円
の
増
、
順
次
整

備
を
進
め
て
い
る
地
域
公
民
館
等

長
寿
命
化
大
規
模
改
修
事
業
で
約

４
・
５
億
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

問　
自
伐
型
林
業
に
つ
い
て
の
令

和
５
年
度
の
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
、
自
伐
型
林

業
を
実
施
す
る
担
い
手
の
掘
り
起

こ
し
を
目
的
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
多
く
の

方
に
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
自

伐
型
林
業
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
る
方
を
対
象
に
、
よ
り
実
践
に

近
い
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
の
実

施
や
、
さ
ら
な
る
担
い
手
の
掘
り

起
こ
し
を
目
的
と
し
た
初
心
者
向

け
の
研
修
を
織
り
交
ぜ
て
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
移
住
・
定
住
施
策
の
現
況
と

課
題
は
。

答　
農
山
村
地
域
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
を
通
じ
、
令
和
３
年
度
に
は

過
去
最
多
と
な
る
27
世
帯
71
人
、

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
２
月

末
現
在
で
23
世
帯
46
人
が
市
外
か

ら
福
知
山
に
移
住
を
さ
れ
て
お
り
、

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の

傾
向
は
緩
や
か
に
継
続
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
移
住
希
望
者

の
増
加
傾
向
が
続
く
中
、
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
物
件
数
は

増
え
て
い
る
が
、
十
分
な
数
を
満

た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。　

　
ま
た
、
登
録
物
件
数
と
成
約
件

数
が
増
え
る
中
で
、
中
古
物
件
で

あ
る
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
情

報
を
、
よ
り
正
確
に
伝
え
て
い
く

こ
と
や
、
契
約
に
あ
た
っ
て
の
リ

ス
ク
軽
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
移
住
者
が
地
域
の
一
員

と
し
て
、
本
市
で
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
移
住
前
か
ら
移

住
後
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
で

あ
り
、
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

討
論

反
対
討
論　
１
件

賛
成
討
論　
１
件

審
査
結
果

全
議
案
原
案
可
決

移住希望者の内覧

予
算
審
査
報
告



　 
総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

問
　
後
期
高
齢
者
支
援
金
な
ど
賦

課
額
に
係
る
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
に
よ
る
影
響
は
。

答　
8
9
5
9
世
帯
中
、
1
0
0

世
帯
に
影
響
が
あ
り
、
そ
の
内
の

83
世
帯
が
2
万
円
増
額
の
対
象
と

な
る
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
が

対
象
と
な
る
時
期
は
。

答　
令
和
5
年
4
月
1
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
場
合
に
対
象
と
な
る
。

■
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

問
　
舗
装
改
良
に
係
る
年
度
別
事

業
費
内
訳
に
つ
い
て
、
事
業
期
間 

を
変
更
し
た
理
由
は
。

答　
実
際
に
現
地
調
査
を
行
い
舗

装
状
態
を
確
認
す
る
中
で
、
優
先

順
位
が
変
更
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

■
福
知
山
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
条
例
改
正
を
行
う
経
緯
は
。

答　
団
員
相
互
間
に
お
い
て
で
き

る
範
囲
で
分
担
し
あ
い
な
が
ら
、

多
様
な
消
防
団
活
動
を
行
お
う
と

い
う
考
え
方
が
醸
成
さ
れ
て
き
た

中
で
、
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て

声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各

分
団
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て

意
見
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
今
回

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問
　
報
酬
の
支
払
い
は
。

答　
特
定
の
役
割
に
特
化
し
て
い

る
な
ど
、
限
ら
れ
た
活
動
に
限
定

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
機
能
別
消

防
団
員
と
し
て
出
動
報
酬
を
支
払

う
。

　
年
間
を
通
じ
て
活
動
い
た
だ
く

場
合
は
、
基
本
団
員
と
同
様
の
扱

い
と
な
る
。

■
公
立
大
学
法
人
福
知
山
公
立
大

学
定
款
の
変
更

問
　
福
知
山
公
立
大
学
2
号
館
3

階
の
除
却
に
係
り
、
1
階
お
よ
び

2
階
部
分
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無

は
。

答　
調
査
の
結
果
、
1
階
お
よ
び

2
階
部
分
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
は
な

か
っ
た
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
額
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
昭
和
幼
稚

園
）

問　
昭
和
幼
稚
園
に
お
い
て
2
歳

児
の
一
時
預
か
り
を
開
始
す
る
こ

と
と
な
っ
た
経
過
に
つ
い
て
。

答　
本
市
に
お
い
て
待
機
児
童
は

い
な
い
が
、
保
留
児
童
は
令
和
4

年
4
月
現
在
1
3
5
名
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し

で
も
早
く
改
善
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
既
存
の
施
設
を
利
用
し

て
、
2
歳
児
の
預
か
り
を
開
始
し

た
い
。

問
　
一
時
預
か
り
保
育
と
い
う
扱

い
に
な
る
の
か
。

答　
2
歳
児
で
保
育
認
定
を
受
け

て
保
留
児
童
と
な
っ
た
子
ど
も
の

ご
家
庭
を
対
象
に
案
内
す
る
。
利

用
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
4
時
30
分
ま
で
毎
日
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

問
　
利
用
す
る
教
室
や
職
員
の
確

保
は
。

答　
昭
和
幼
稚
園
の
空
き
教
室
を

一
室
利
用
す
る
。
職
員
に
つ
い
て

は
定
員
12
名
の
保
育
が
で
き
る
よ

う
、
現
在
調
整
を
し
て
い
る
。

■
福
知
山
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

問
　
職
員
へ
の
研
修
や
訓
練
を
定

期
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
体
制
の
中
で
実
施
で

き
る
の
か
。

答　
現
在
も
全
職
員
が
統
一
し
た

内
容
で
指
導
に
あ
た
れ
る
よ
う
、

児
童
が
利
用
す
る
前
の
午
前
中
な

ど
を
利
用
し
て
、
年
間
研
修
計
画

に
基
づ
い
て
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
新
し
い
計
画
な
ど
が
で

き
て
も
、
年
間
研
修
計
画
に
盛
り

込
ん
で
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
各

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
運
営
の
手

引
き
等
を
利
用
し
て
、
日
々
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
鉄
道
館
条
例
の
制
定

問　
鉄
道
館
の
入
館
料
で
配
慮
し

た
部
分
は
。

答　
福
知
山
鉄
道
館
企
画
会
議
な

ど
で
、
子
育
て
世
代
に
優
し
い
料

金
を
希
望
す
る
意
見
が
出
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
就
学
前
児
童
は
無
料
、

小
学
生
と
中
学
生
は
大
人
の
半
額

と
料
金
を
設
定
し
た
。

■
福
知
山
市
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

問　
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー
で
の
市

職
員
の
役
割
は
。

答　
地
域
ご
と
に
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
の
職
員
を
割
り
振
り
、
地
域

間
の
連
携
、
必
要
な
場
合
は
各
部

署
と
の
連
携
に
取
り
組
む
。

■
福
知
山
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

基
本
計
画
の
策
定

問　
計
画
に
伴
い
今
後
、
条
例
の

制
定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
現
在
、
京
都
府
に
お
い
て
国

が
示
し
て
い
る
環
境
配
慮
に
つ
い

て
検
討
中
で
あ
る
。
本
市
で
は
そ

の
内
容
を
も
っ
て
判
断
す
る
点
が

あ
り
、 

今
後
研
究
し
て
い
く
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更

問　
単
品
ス
ラ
イ
ド
の
条
項
は
あ

る
が
、
市
は 

業
者
と
金
額
の
妥

当
性
に
つ
い
て
協
議
は
行
っ
た
の

か
。

答　
業
者
と
協
議
を
重
ね
、
提
出

書
類
は
厳
密
に
時
間
を
か
け
精
査

し
た
。

反
対
討
論

　
福
知
山
市
人
権
尊
重
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
国
と
行
政

が
時
代
に
逆
行
す
る
認
識
で
あ
り
、

全
て
の
市
民
の
人
権
が
等
し
く
尊

重
さ
れ
た
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
第
４
次
福
知
山
市
人
権
施
策
推

進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
基
本

理
念
に
福
知
山
市
人
権
尊
重
推
進

条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
権
施
策

推
進
に
逆
行
す
る
た
め
。

賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
ま
た
は

賛
成
多
数
で
可
決
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市民の皆さんからの請願審査

■請願者／ 3，13重税反対全国統一行動福知山実
行委員会
実行委員長　大槻　一男 氏   

■目　的／令和5年10月に導入が予定されているイ
ンボイス制度の延期、きめ細やかな支援策の検討、
制度の周知を徹底的に行うよう求める必要があるた
め、議会として、国へ延期を求める意見書を提出す
ることを求める。
■請願賛成討論　
「インボイス制度の延期を求める」 塩見卯太郎
　この制度は、年収1000万円以下の免税事業者が
課税事業者に登録すると消費税納入が義務に、現状
のままだと取引中止や値引を要求される仕組み。小

規模事業者、一人親方、農家にも影響がある。物価
高騰が続く中、この制度の延期を国に求める意見書
提出に賛成。
■請願反対討論　
「平成28年に閣議決定されている」 柴田　実
　インボイス制度は平成28年の税制改正で閣議決
定され、その後7年経っており周知や準備期間は十
分あったと思われる。すでに「適格請求書発行事業
者の登録申請」の受付も始まっており、制度開始か
ら6年間は経過措置がある上に、軽減措置や補助金
なども用意されていることから、インボイス制度実
施の延期には同意できない。
■議決結果／不採択

請願第1号　
福知山市議会において国へ消費税インボイス制度の実施の延期を求める意見書提出に関する請願

■請願者／ 福知山HANABI実行委員会
代表　細合　純一 氏　他3名  

■目　的／花火大会開催のため、由良川河川敷での
花火や雑踏警備対策について国、府、警察、消防と
協議を重ねたが、福知山市の後援が得られていない
ことを理由に道路占有許可が取れず、最終的には
「事前周知をしないシークレット形式で、花火の打ち
上げ時間10分以内」との条件付きで許可がおり、
2022年8月13日に約800発の花火を打ち上げた。
 今後、安心・安全な花火大会を実施するには、道
路を通行止めにするための道路占有許可を取ること
が必要であるため、花火大会の開催について福知山
市に後援を求める。
■請願賛成討論　
「安全安心の花火大会へ後援を」 小松　遼太
　3千人超の署名の市民の願い、そして「後援のみ
の協力を」と求めた請願で、市民の代表である議会
も後押しすべき。関係各所連携し、安全安心の花火
大会に向け歩みを。
子どもからお年寄りまで、同じ空を見上げ、感動の
瞬間を。全世代の挑戦をみんなで応援し合える文化
を育むためにも賛成。
「福知山市は前へ進めない」 荒川　浩司
　請願団体は、花火大会事故の被害者遺族への接触
も重ねられて、一定の理解を得られている。今の時
点でできる事は全てクリアされている。本来なら、
この件は行政や議会が進めるべきで、市民任せで良
いのか。あの10年前の事故から本市の時間は気持

ち的・経済的にも止まっており、花火大会が再開し
ないと福知山市は前へ進めない。
「花火大会への請願に賛成」 桐村　一彦
　10年前まで、毎年8月15日の「福知山花火大会」
は、福知山市のシティプロモーションの一つであり
ました。
　本請願に議会として賛成し、これをきっかけに、
行政も今後の福知山花火大会復活の足掛かりとなれ
ば、うれしい限りであります。
　福知山HANABI実行委員会の皆さんの熱い思い
を感じてください。
■請願反対討論　
「被害者を置き去りにはできない」 紀氏百合子
　大勢の観客で賑わった花火大会の復活で福知山を
盛り上げたいとの思いは理解できるが、2013年の
大惨事を思い返し、被害者の傷もまだ癒えない中
で、花火大会を開催することは、時期尚早であり、
被害者の思いを置き去りにしたままイベントを強行
することには、現時点では賛成できない。
「緻密な計画や責任を明確にすべき」 芦田　眞弘
　緻密な計画と安全の確保、万が一事故や災害が発
生した際の責任の所在など具体的なものを示し、市
民が安心して会場を訪れ、観覧できる体制を構築す
る必要がある。これらのことが明確でない以上、後
援の是非を判断する市に対して「どうか後援をして
やってください」と議会から声を上げることはでき
ない。
■議決結果／不採択

請願第2号　福知山花火大会への後援に関する請願
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議第87号 令和5年度国民健康保険事業特別会計予算

議第88号 令和5年度国民健康保険診療所費特別会計予算

議第89号 令和5年度と畜場費特別会計予算

議第90号 令和5年度宅地造成事業特別会計予算

議第91号 令和5年度休日急患診療所費特別会計予算

議第92号 令和5年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事
業特別会計予算

議第93号 令和5年度介護保険事業特別会計予算

議第94号 令和5年度下夜久野地区財産区管理会特別会計予算

議第96号 令和5年度水道事業会計予算

議第97号 令和5年度下水道事業会計予算

議第98号 令和5年度病院事業会計予算

議第99号 福知山市国民健康保険条例の一部改正

議第100号

福知山市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部改正

議第101号 福知山市子ども・子育て会議条例等の一部改正

議第102号 福知山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正

議第103号 福知山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の利用者負担額等に関する条例の一部改正

議第104号 福知山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正

議第105号 市立福知山市民病院の使用料及び手数料に関する
条例の一部改正

議第107号 福知山鉄道館条例の制定

議第108号 福知山市佐藤太清記念美術館整備基金条例の一部
改正

議第109号 福知山鉄道館ポッポランド（仮称）整備事業等浅
田基金条例の一部改正

議第110号 福知山市企業誘致促進及び操業支援条例の一部
改正

議第111号 福知山市自転車等駐車場条例の一部改正

議第112号 福知山市都市公園条例の一部改正

議第113号 福知山市自転車等の放置防止に関する条例の一部
改正

議第114号 福知山市地域住民センター条例の一部改正

議第115号 財政調整基金の繰入れ

議第116号 辺地総合整備計画の変更

議第117号 福知山市過疎地域持続的発展市町村計画の変更

■全員賛成で可決・同意となった議案

3月定例会の議決結果について

議案に対する討論
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議第121号及び議第122号を除く
議題86号から議第136号まで　令和5年度一般会計予算　ほか

（議第86号・95号・106号・118号）
「同和行政継続と安心安全に懸念」	 塩見卯太郎
　予算は、子ども支援や避難所対策で前進あるもの
の、同和行政の特別施策の継続、消防指令センター
の整備は大規模災害時に懸念があることから反対。
後期高齢者医療事業特別会計は受けられる医療が差
別されることから反対。人権尊重推進条例と推進計
画は、部落問題を永続化しようとすることから反
対。

（全議案）
「上程議案すべてに賛成」	 桐村　一彦
　「まちづくり構想 福知山」を押し進める2年目の
年。「持続可能な財政構造の堅持・財政運営の基本
方針」のもと、市民生活を守るさまざまな事業を成
功させ、「夢のある、魅力あるまちづくり、ふるさ
とづくり」に行政も議会も市民も手を取り合い、知
恵と力を出していきましょう。そして、「福知山市
民憲章　幸せを生きる」を実践。

反 対 賛 成
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山

未来の会 新政会
無
会
派

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村
　
初
代

金
澤
　
栄
子

野
田
　
勝
康

足
立
　
治
之

桐
村
　
一
彦

馬
谷
　
明
美

森
下
　
賢
司

田
中
　
法
男

小
松
　
遼
太

中
嶋
　
　
守

芦
田
　
眞
弘

柴
田
　
　
実

田
渕
　
裕
二

大
槻
　
泰
德

藤
本
　
喜
章

尾
嶋
　
厚
美

荒
川
　
浩
司

議第86号 令和5年度一般会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第95号 令和5年度後期高齢者医療事業特別会計
予算

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第106号 福知山市人権尊重推進条例の制定 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第118号 第4次福知山市人権施策推進計画の策定 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第1号
福知山市議会において国へ消費税インボ
イス制度の実施の延期を求める意見書提
出に関する請願

不
採
択

× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇

請願第2号 福知山花火大会への後援に関する請願
不
採
択

× × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※髙橋正樹議員（蒼士会）は議長職のため表決に加わっていません。  
所属会派は、3月29日現在 

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表 （賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第119号 福知山市エネルギー・環境基本計画の策定

議第120号 第4次福知山市地域福祉計画の策定

議第121号 令和4年度一般会計補正予算（第8号）

議第122号 工事請負契約の締結（三和荘改修工事）

議第123号 令和4年度一般会計補正予算（第9号）

議第124号 令和4年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第2号）

議第125号 令和4年度休日急患診療所費特別会計補正予算
（第1号）

議第126号 福知山市情報公開・個人情報保護審査会条例の一
部改正

議第127号 福知山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部改正

議第128号 福知山市民生援護資金貸付基金条例の廃止

議第129号 福知山市教育施設整備事業及び都市計画事業基金
条例の廃止

議第130号 財政調整基金の繰入れ

議第131号 工事請負契約の変更（（仮称）福知山鉄道館ポッ
ポランド新築工事）

議第132号 物品の取得（環境配慮型学校給食食器1式）

議第133号 財産の無償貸付（福知山市公設地方卸売市場の建
物・土地）

議第134号 市道の認定及び路線変更

議第135号 公立大学法人福知山公立大学定款の変更

議第136号 令和4年度一般会計補正予算（第10号）

議第137号
固定資産評価審査委員会委員の選任
（吉

よ し

見
み

 康
こ う

二
じ

 さん）

議第138号 人権擁護委員の候補者の推薦（倉
く ら

垣
が き

 康
や す

子
こ

 さん）

議第139号 人権擁護委員の候補者の推薦（岸
き し

和
わ

田
だ

 正
ま さ

人
と

 さん）

市会発議
第1号

福知山市議会の個人情報の保護に関する条例の
制定

市会発議
第2号 福知山市議会基本条例の一部改正

※「市会発議1号および市会発議2号」の2議案については、尾嶋厚美議員は
入院のため欠席
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※所属会派は3月29日現在
※この代表質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。

１．大志の会
　　桐村　一彦  議員
２．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員
３．新政会
　　柴田　　実  議員

４．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員
５．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男  議員
６．蒼士会
　　野田　勝康  議員

ここが聞きたい！  3月定例会

代 表 質 問
各会派から6議員が質問に登壇！

質問議員

録画配信中！
代表質問の録画配信
は、各議員のQRコード
からご覧になれます。

スマートフォンからも
ご覧になれます

Q：代表質問と一般質問は何が違うの？
 A：代表質問は、会派を代表し、市政の運営方針や主要課題など政策レベルでの問題点

や将来に対する方針などについて所信を資するものです。一方、一般質問は、議員
の調査・研究、自身の考えをもとに、行政に対して政策を問うものです。

福知山市
イメージキャラクター
ドッコちゃん

教えてドッコちゃん！
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問
　
市
長
公
約
で
あ
る
新
文

化
ホ
ー
ル
整
備
は
、
長
年
に

わ
た
る
市
民
の
願
い
で
あ
る

が
、
改
め
て
市
の
方
針
を
聞

き
た
い
。

答
　
平
成
31
年
3
月
に
策
定

し
た
「
福
知
山
市
文
化
振
興

基
本
方
針
」
で
は
、
文
化
の

力
を
活
用
し
、
文
化
で
賑
わ

い
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
が
文
化
に
触

れ
る
環
境
を
整
備
し
、
文
化

の
振
興
を
目
指
す
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。

　
今
般
の
「
福
知
山
市
新
文

化
ホ
ー
ル
整
備
基
本
構
想
」

で
は
、
人
を
つ
な
ぐ
・
活
動

を
つ
な
ぐ
・
時
を
つ
な
ぐ
新

た
な
福
知
山
市
の
魅
力
を
築

く
、「
文
化
振
興
の
拠
点
」

を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
、

歴
史
文
化
、
そ
の
他
文
化
的

な
価
値
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る

文
化
を
振
興
す
る
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
本
市
の
未
来
を

見
据
え
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
長
年

に
わ
た
る
市
民
の
希
望
を
実

現
す
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

新
文
化
ホ
ー
ル
の
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。
　
　
　
（
市
長
）

現在の福知山市厚生会館

その他の質問
・令和5年度の市長施政方針を問う
・京都府北部地域連携都市圏「地域の未来予測」について
・京都府中・北部地域　消防指令センター共同運用について
・福知山公立大学の現状と将来構想について

新文化ホール建設はできるのか
 整備に向けて取り組む所存である

Q
A

　　　　　　大志の会
桐村　一彦  議員

問
　

5
年
計
画
で
策
定
さ
れ

た
「
長
田
野
工
業
団
地
利
活

用
増
進
計
画
」
は
ど
の
よ
う

に
運
用
さ
れ
、
今
後
ど
う
な

る
か
。

答
　
長
田
野
工
業
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、
未
利
用
地
を

活
用
し
た
駐
車
場
整
備
、
安

全
に
配
慮
し
た
道
路
修
繕
、

計
画
的
な
樹
木
剪
定
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
計
画
を
1
年

延
長
し
て
環
境
整
備
を
さ
ら

に
進
め
る
。
企
業
交
流
プ
ラ

ザ
の
施
設
更
新
の
方
針
検
討

用
調
査
費
用
を
新
年
度
予
算

に
計
上
し
た
。

問
　
創
業
か
ら
約
50
年
経
過

し
、
立
地
企
業
の
施
設
拡
充
、

設
備
更
新
、
改
修
な
ど
へ
の

市
の
支
援
の
状
況
は
。

答
　
将
来
に
わ
た
り
継
続
的

に
操
業
い
た
だ
く
た
め
に
、

条
例
を
制
定
し
て
設
備
投
資

や
雇
用
へ
の
奨
励
金
支
給
、

固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
50
年
経
過
し
、
課
題
や

解
決
策
は
。

答
　
施
設
整
備
が
課
題
。
近

年
大
型
投
資
が
続
く
が
、
整

備
費
用
の
負
担
軽
減
な
ど
が

必
要
。
市
内
高
校
や
自
衛
隊

と
の
連
携
で
雇
用
の
確
保
に

も
努
め
て
い
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

問
　
長
田
野
工
業
団
地
は
今

後
ど
う
成
長
し
て
欲
し
い
か
。

答
　
今
後
も
市
の
さ
ら
な
る

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
だ

ろ
う
。
工
業
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
設
備
投
資
な
ど
の
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

さらなる発展が期待される長田野工業団地

その他の質問
・「幸せを生きる　まち・暮らし　

実現への飛躍予算」を考える
・認知症問題への取り組みの現状

とこれからは
・三段池公園周辺の新たな道路整

備計画の今後は

長田野工業団地のさらなる発展は
設備投資等の支援を継続していく

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
森下　賢司  議員
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問
　「
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
（
平
成
23
年
度
～
令
和

2
年
度
）
」
の
成
果
と
評
価

は
。

答
　
民
間
主
導
の
新
規
出
店

や
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
と

回
遊
性
を
高
め
、
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い

る
。
　
（
産
業
政
策
部
長
）

問
　
中
心
市
街
地
と
そ
の
周

辺
市
街
地
の
人
口
の
推
移
は
。

答
　
中
心
市
街
地
は
昭
和
・

惇
明
地
区
に
位
置
し
て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
人
口
は
高
齢

化
も
あ
り
減
少
し
て
い
る
一

方
で
、
周
辺
市
街
地
は
増
加

傾
向
で
あ
る
。

問
　
こ
の
ま
ま
で
は
、
ま
ち

な
か
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ

る
が
、「
立
地
適
正
化
計
画

（
令
和
4
年
度
～
）
」
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
は
。

答
　
居
住
や
都
市
機
能
を
誘

導
す
る
た
め
の
施
策
と
位
置

づ
け
、
空
き
家
・
空
き
店
舗

対
策
に
加
え
て
、
都
市
機
能

を
増
進
さ
せ
る
施
設
の
立
地

を
誘
導
す
る
た
め
、
国
の
多

様
な
支
援
制
度
の
活
用
を
図

り
た
い
。（

建
設
交
通
部
長
）

問
　「
ま
ち
づ
く
り
構
想 

福

知
山
」
に
基
づ
き
、
官
民
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
民
間
事
業
者
や
住
民
が

主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

空洞化が懸念される中心市街地

その他の質問
・令和5年度の市政運営について
・産業支援センター（ドッコイセ！biz）

について
・地域包括ケアシステムの推進について

中心市街地活性化の取り組みは
国の多様な支援制度の活用を図る

Q
A

　　　　　　新政会
柴田　　実  議員

問
　
長
田
野
工
業
団
地
の
50

年
の
歩
み
は
。

答
　
わ
が
国
有
数
の
内
陸
型

工
業
団
地
と
し
て
、
昭
和
45

年
に
工
業
敷
地
の
分
譲
を
、

昭
和
47
年
に
は
立
地
企
業
の

一
部
が
操
業
を
開
始
、
同
年

近
隣
の
住
宅
用
地
の
分
譲
も

開
始
さ
れ
た
。
昭
和
48
年
に

は
無
公
害
団
地
の
形
成
、
立

地
企
業
間
の
連
携
な
ど
を
目

的
に
、「
一
般
社
団
法
人 

長

田
野
工
業
セ
ン
タ
ー
」
が
設

立
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の

拠
点
で
あ
る
長
田
野
会
館
、

現
在
の
企
業
交
流
プ
ラ
ザ

は
、
昭
和
49
年
に
竣
工
さ
れ

た
。
昭
和
62
年
に
は
、
福
知

山
I
C
が
完
成
し
、
物
流
が

飛
躍
的
に
発
展
し
、
平
成
元

年
に
は
、
工
場
用
地
が
完
売

し
た
。
現
在
40
社
を
超
え
る

企
業
が
立
地
し
、
周
辺
に
は
、

住
宅
団
地
が
次
々
に
造
成
さ

れ
、
小
中
学
校
や
保
育
施
設

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
工
業

団
地
を
中
心
と
し
た
生
活
圏

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

問
　
工
業
団
地
の
発
展
に
向

け
た
市
長
の
思
い
は
。

答
　
現
在
、
出
荷
額
は
3
千

億
円
、
就
業
者
数
は
7
千
人

を
超
え
る
ま
で
に
発
展
し
た
。

持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る

よ
う
、
工
場
の
増
設
・
建
て

替
え
な
ど
の
支
援
や
操
業
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
（
市
長
）

50周年を迎えた長田野工業団地

その他の質問
・安心で安全な子育て環境の整備について          
・地域防災力向上への取り組みについて
・福知山市民病院の将来展望について
・福知山公立大学の課題について
・マイナンバーカードの普及について
・スマホを活用した救命率の向上について

長田野工業団地の将来展望は
持続可能な発展を遂げたい

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
大谷　洋介  議員
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西日本JRバス運行路線（福知山〜園部駅間）

その他の質問
・給食の保護者負担軽減を
・市民の命と健康を守る新型コロナウイル

ス感染症対策について
・雪害被災者支援を

JR園福線の路線継続と拡充を
代替事業者による今春公募を検討

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
吉見　純男  議員

問
　
福
知
山
市
民
病
院
は

「
自
治
体
病
院
」
と
し
て
、

全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
病
院
で
あ
る
が
、
将

来
的
な
中
長
期
の
課
題
は
な

に
か
。

答
　
医
療
界
に
お
け
る
変
化

は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
、
変
化

す
る
国
の
動
向
を
十
分
に
勘

案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
課
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、

①
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の

施
設
整
備
、
②
老
朽
化
し
た

施
設
の
更
新
、
③
現
在
の
施

設
で
は
狭き

ょ
う

隘あ
い

と
な
っ
て
不
足

し
て
い
る
施
設
整
備
な
ど
が

あ
る
。

問
　
現
施
設
で
狭
隘
と
な
っ

て
不
足
し
て
い
る
施
設
と
は

具
体
的
に
何
か
。

答
　
狭
隘
と
な
り
不
足
し
て

い
る
施
設
と
し
て
は
、
「
医

師
の
増
加
に
よ
る
医
局
」

「
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
増
加
に

よ
る
更
衣
室
・
休
憩
室
」
さ

ら
に
は
医
療
機
能
増
加
に
よ

る
外
来
化
学
療
法
室
な
ど
が

あ
る
。

問
　
こ
の
様
な
課
題
に
対
す

る
施
設
整
備
を
行
う
に
は
、
　

単
年
度
で
は
財
政
的
に
無
理

が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
し
っ
か
り
し
た

「
財
政
計
画
」
の
作
成
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答
　
い
わ
れ
る
と
お
り
計
画

の
策
定
は
必
要
で
あ
る
。
現

在
、
総
務
省
か
ら
も
公
立
病

院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
策
定

を
指
示
さ
れ
て
お
り
、
令
和

5
年
度
策
定
に
向
け
て
進
め

て
い
る
。

（
市
民
病
院
事
務
部
理
事
）

市民の命を支える福知山市民病院

その他の質問

・福知山公立大学の大学院構想に
ついて
・2025年問題に対する行政課題に

ついて

市民病院の中長期計画の必要性は
令和5年度策定に向け進めている

Q
A

　　　　　　蒼士会
野田　勝康  議員
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ICT活用教育の現状
市立桃映中学校を視察

教育厚生
委 員 会

京都府中・北部地域消防指令センター共同運用にかかる
消防指令センターの工事進捗状況を視察

総務防災
委 員 会

※ICT教育…パソコンやタブレット端末、インターネットなどの情報通信技術を活用した教育手法

指令センター内を視察

共同運用の進捗状況について説明を受ける

ICTを活用した授業を視察

桃映中学校教員と意見交流

No.139　議会だより　16

委
員
会
活
動
報
告
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■開催日　令和５年２月22日（水）
■講　師　福知山公立大学　地域経営学部

教授　井　上　直　樹 氏

予
算
お
よ
び
決
算
審
査
委
員
会
で
は
、
議

員
の
予
算
や
決
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、

適
正
に
評
価
で
き
る
審
査
・
調
査
研
究
能
力

の
向
上
を
図
り
、
議
会
機
能
の
強
化
を
目
指

す
た
め
、「
第
８
回
議
員
研
修
会
」
を
福
知
山

公
立
大
学
に
お
い
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営
学
部
の
井
上

直
樹
教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
地
方
自
治
体
に

お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再

検
討

－

内
部
統
制
と
議
会
が
も
つ
監
視
機
能

の
視
座

−

」を
テ
ー
マ
に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

内
部
統
制
制
度
の
概
要
や
目
的
、
自
治
体

に
お
け
る
リ
ス
ク
や
内
部
統
制
の
現
状
な
ど
、

ま
た
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
他
自
治
体

の
内
部
評
価
報
告
書
な
ど
か
ら
、
今
後
の
内

部
統
制
制
度
の
課
題
へ
の
認
識
や
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、
大
学
院
新

棟
を
見
学
し
ま
し
た
。

予算および決算審査委員会
第８回議員研修会
福知山公立大学と
福知山市議会の連携事業

京
丹
後
市
議
会
主
催

議
員
研
修
会
に
参
加

舞
鶴
市
議
会
主
催

議
員
研
修
会
に
参
加

開
催
日

2
月
9
日
㈭

場
　
所

舞
鶴
市

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

講
　
師

青
森
大
学
社
会
学
部

教
授
　
佐
藤
　
淳 

氏

演
　
題

議
会
か
ら
の

「
政
策
サ
イ
ク
ル
」の

回
し
方

福
知
山
市
議
会
議
員
と
事
務
局

職
員
合
わ
せ
て
、
24
名
が
議
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
参
加
し

た
各
議
会
の
議
会
基
本
条
例
を
基

に
、
講
師
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
全
国
の
市
町
議
会

の
先
進
事
例
を
聞
き
な
が
ら
、
議

会
が
回
す
べ
き
二
つ
の
サ
イ
ク
ル

と
し
て
「
議
会
改
革
サ
イ
ク
ル
」

と
「
政
策
サ
イ
ク
ル
」
を
学
び
ま

し
た
。

今
後
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向

け
て
議
会
か
ら
の
政
策
を
提
言
・

実
現
す
る
た
め
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
日

2
月
16
日
㈭

場
　
所

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮

多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師

一
般
社
団
法
人

持
続
可
能
な

地
域
社
会
総
合
研
究
所

所
長
　
藤
山
　
浩 

氏

演
　
題

持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
目
指
し
て

福
知
山
市
議
会
議
員
と
事
務
局

職
員
合
わ
せ
て
、
25
名
が
議
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
地
方
が

抱
え
て
い
る
人
口
減
少
課
題
の
解

決
策
の
方
法
と
し
て
、住
民・産
業・

行
政
が
地
域
の
自
治
組
織
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
運
営

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

ま
た
、
他
市
町
や
海
外
の
先
進

事
例
の
紹
介
を
受
け
、
定
住
を
実

現
す
る
た
め
の
手
法
や
、
議
会
と

し
て
地
域
住
民
と
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3Dプリンターの説明を受ける（福知山公立大学大学院新棟）

研
修
報
告
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２年間を振り返って
広報広聴委員会

広報広聴委員会では、議会だよりの編集や議
会報告会の運営などを担当しています。現在の
メンバーで「議会だより」を編集するのは最後
です。市民の皆さんに分かりやすく親しみの持
てる「議会だより」の発行に取り組んできまし
たが、編集に携わった各委員からその苦労や熱
い思いを伝えます。

ま
ち
と
あ
な
た
の

距
離
を
縮
め
た
い

議
会
を
通
し
て
自
分
や
周
り
の

大
切
な
人
と
市
・
ま
ち
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
ほ
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
表
紙
を

工
夫
し
た
り
、
写
真
を
多
め
に

使
っ
た
り
見
や
す
さ
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
動
画
を

見
れ
る
な
ど
、
つ
な
が
る
ポ
イ
ン

ト
を
作
り
ま
し
た
。
で
も
も
っ
と

議
会
を
通
し
て
前
の
め
り
に
ま
ち

の
こ
と
を
考
え
、
動
く
人
を
増
や

せ
る
よ
う
に
。
未
来
の
た
め
に
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

委
員
と
し
て
の

議
会
だ
よ
り
の
考
え
方

私
は
、
委
員
と
し
て
市
民
に
分

か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の

発
行
に
よ
り
、「
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
多
く
の
人
に
届
く

議
会
だ
よ
り
を
、
本
気
で
読
ん
で

も
ら
う
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
「
文
字
ば
か
り
で
は

読
ん
で
も
ら
え
な
い
、
写
真
と
タ

イ
ト
ル
を
見
て
興
味
が
な
け
れ
ば

去
っ
て
い
く
」
を
前
提
に
、
市
民

目
線
の
声
に
着
意
し
研
鑽
し
た
２

年
間
で
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の

大
切
さ
を
感
じ
て

議
会
や
議
員
の
見
え
る
化
に
力

を
入
れ
、
福
知
山
市
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
議

員
が
作
っ
て
い
る
「
議
会
だ
よ

り
」
で
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
に
目
を
通
し
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
毎
号
、
試

行
錯
誤
の
発
行
で
し
た
が
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。　

有
料
広
告
に
快
く
掲
載
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
各
企
業
様
。
ご
協

力
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
松
　
遼
太 

副
委
員
長

尾
嶋
　
厚
美 

委
員

分
か
り
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
と
は

コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
で

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
の
２
年

間
、
広
報
広
聴
委
員
長
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
審
査
の

記
事
に
お
い
て
は
写
真
を
多
用
し
、

一
目
で
予
算
内
容
が
見
て
取
れ
る

よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
知
山
市
商
工
会
や
福
知
山
公
立

大
学
生
と
の
議
会
報
告
会
は
印
象

深
く
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

今
後
の
展
開
が
大
変
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

２
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、

議
会
活
動
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し

て
き
ま
し
た
が
、
市
民
と
議
会
の

距
離
は
縮
ま
っ
て
お
ら
ず
、
逆
に

広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
も
っ
と
議
員
の
活
動
が
住
民

の
生
活
に
根
差
し
た
も
の
で
、
住

民
と
一
緒
に
地
域
課
題
解
決
の
仕

組
み
づ
く
り
の
実
践
を
行
う
、
そ

の
活
動
を
「
議
会
だ
よ
り
」
で
報

告
す
る
。
新
し
い
議
員
の
今
後
の

奮
闘
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「
元
気
や
で
福
知
山
」

取
材
の
思
い
出

こ
の
２
年
間
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

し
た
。

マ
ス
ク
と
縁
遠
か
っ
た
生
活
も
、

今
や
必
需
品
。

思
い
出
は
、
夜
久
野
の
二
つ
の

「
元
気
や
で
福
知
山
」
取
材
で
す
。

栗
栽
培
に
、
新
技
術
で
挑
戦
す
る

方
や
、
玄
武
岩
公
園
の
清
掃
に
励

む
老
人
会
の
方
々
と
親
し
く
対
話

し
ま
し
た
。
得
る
こ
と
も
多
く
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
や
議
員
の
思
い

届
い
て
い
ま
す
か

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
福
知
山

市
の
政
策
や
方
向
性
、
議
員
の
思

い
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
も
の
で

す
。
広
報
広
聴
委
員
会
は
、
分
か

り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
作
り
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

広
報
を
は
じ
め
、
自
分
の
関
心
あ

る
こ
と
は
読
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
声
を
取
り
入
れ
た
編
集
な

ど
、
次
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

表
紙
・
裏
表
紙
取
材
で
は
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

足
立
　
治
之 
委
員
長

荒
川
　
浩
司 

委
員

桐
村
　
一
彦 

委
員

足
立
　
伸
一 

委
員

金
澤
　
栄
子 

委
員

2年間ありがとうございました。（広報広聴委員）

議会だよりは
こちらから
▼

広
報
広
聴
委
員
会
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令和４年度政務活動費を各会派へ精算交付

福知山市議会議員一般選挙に伴い、後日、日程が決まり次第、
福知山市議会ホームページなどでお知らせします。

6月定例会 の予定
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本会議・委員会を傍聴しませんか
　本会議の傍聴は、市役所本庁６階へ、委員会の傍聴は、本庁５階各委員会室へお越しくだ
さい。
　なお、団体で傍聴を希望される方は、事前に市議会事務局までご連絡ください。

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の傍聴ができます。
　聴覚障害のある方が、本会議・委員会を傍聴できるよう、傍聴席において手話通訳・要約筆記を行っていま
す。手話通訳・要約筆記を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、市議会事務局へ提出して
ください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロードできます。

申込み先
福知山市議会事務局

〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080　Ｅ-mail：sigikai@city.fukuchiyama.lg.jp

令和４年度政務活動費を各会派へ交付しました。
福知山市議会では、政務活動費として議員１人当たり年額 18万円を限度とし、上
半期と下半期の支払実績に応じた完全後払いで交付しています。
また、市民課情報公開コーナーおよび市議会ホームページで、政務活動の実績報告
（収支報告）、領収書、視察研修報告書を公開しています。

令和４年度政務活動費実績報告　【会派名と所属議員は令和５年３月１日現在】　　　　　　 　　 （単位：円）

会派名
福知山
市議会
公明党

日本共産党　
福知山

市会議員団
蒼士会 大志の会 福知山

未来の会 新政会 無会派
（荒川浩司）

交付上限額 540,000 900,000 540,000 360,000 720,000 1,080,000 180,000

交付確定額 164,937 776,447 45,671 263,518 204,709 479,396 145,767

支 

出 

内 

訳

調査研究費 27,720 179,100 27,720 170,168 36,960 380,500 104,040

研修費 0 266,676 0 93,350 166,380 0 22,000

広報費 130,487 124,277 0 0 0 0 0

広聴費 0 108,597 0 0 0 0 0

資料作成費 0 97,797 15,069 0 1,369 6,050 19,727

資料購入費 6,730 0 2,882 0 0 92,846 0

事務所費 0 0 0 0 0 0 0

▲
政務活動費実績報告書
などはこちらから

政
務
活
動
費・お
知
ら
せ



議員訪問インタビュー　

No.45

「ふるさと福知山でスポーツを文化に」（一社）福知山ユナイテッド 
■今回の訪問議員：足立　治之　・　小松　遼太　

「元気やで福知山！」「元気やで福知山！」

《
感 

想
》
片
野
さ
ん
の
熱
量
に

圧
倒
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
に
き
っ
と
貢
献
さ
れ

る
人
材
で
あ
り
団
体
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
掲
載

に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
男

子
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
朝あ

さ

原は
ら

宣の
ぶ

治は
る
さ
ん
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
男
子
棒
高
跳
び
日
本

代
表
の
荻お

ぎ

田た

大ひ
ろ

樹き

さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広告

議会だより No.139 ●発行日／令和5年5月　●発行／福知山市議会　●編集／広報広聴委員会
福知山市字内記13の1　TEL.0773（24）7031　FAX.0773（24）7080 

「
福
知
山
を
夢
応
援
の
ま

ち
へ
」
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
多
く
の
学
び
の
機
会
を

与
え
、
い
つ
か
福
知
山
に
プ

ロ
ク
ラ
ブ
を
と
団
体
を
立
ち

上
げ
た
一
般
社
団
法
人
福
知

山
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
代
表
理
事

の
片か

た

野の

翔し
ょ
う

大た

さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

福
知
山
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
と
は

２
０
２
３
年
４
月
か
ら

部
活
動
改
革
・
地
域

移
行
が
進
ん
で
い
く
中
、
そ

の
受
け
皿
と
な
る
べ
く
発
足

し
た
。
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
ま
ち
福
知
山
へ
恩
返
し
の

意
味
で
も
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
福
知
山
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化

を
守
り
、
育
て
、
強
く
し
て

い
き
た
い
。

具
体
的
に
ど
ん
な
活

動
を

中
学
校
の
教
員
を
含

む
６
人
で
活
動
し
、

指
導
者
は
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
、
バ
レ
ー
、
陸
上
、

ゴ
ル
フ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
競

技
で
３
人
〜
20
人
ほ
ど
関

わ
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ー
競
技
な
ど

は今
後
カ
バ
ー
す
る
競

技
を
増
や
し
て
い
く

予
定
。
各
種
競
技
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
を
選
択
す
る
機
会

を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

片
野
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
何
を

デ
ー
タ
を
扱
う
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕

事
を
し
て
き
て
、
大
手
の
ス

ポ
ー
ツ
サ
イ
ト
や
プ
ロ
の
野

球
チ
ー
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動

の
仕
事
を
し
て
い
た
。
今
は
、

東
京
で
、
部
活
動
の
地
域
移

行
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
作
り

全
国
の
自
治
体
に
提
案
し
て

い
る
。
た
だ
各
自
治
体
で
は

こ
の
取
り
組
み
が
な
か
な
か

進
ん
で
お
ら
ず
、「
福
知
山
モ

デ
ル
」
が
先
進
地
と
し
て
全

国
か
ら
注
目
を
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
を

立
ち
上
げ
ら
れ
た
か

２
０
２
１
年
12
月
、

福
知
山
市
と
協
働
し
、

Find

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
称
し

て
、
福
知
山
出
身
の
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
を
呼
び
、
数
々
の
企
業

に
も
協
賛
い
た
だ
き
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。
約
１
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
い

た
だ
き
、
ご
家
族
の
笑
顔
や

喜
び
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

「
以
前
、
欧
州
で
肌
で
感
じ

た
サ
ッ
カ
ー
文
化
に
負
け
な

い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
地
元
福

知
山
に
」
の
思
い
で
団
体
を

立
ち
上
げ
た
。

今
後
は

部
活
動
の
地
域
移
行

を
形
に
し
て
い
き
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
き
く
し
、
ま

た
福
知
山
で
本
物
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
し
た
い
。

　

他
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
子

育
て
、
健
康
、
観
光
な
ど
を

掛
け
合
わ
せ
て
福
知
山
の
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
間
交
流
に

貢
献
を
し
て
い
く
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

片野翔大さん

福知山ユナイテッドの理事メンバー複数競技体験イベントを実施

Ｊリーガーを招いたFindプロジェクト

（一社）福知山
ユナイテッド
ホームページは
こちら


